
平成 28年 1月24日 

平成27年度 一般社団法人親蔦会 

 

第三回 理事会議事録 

 

1. 開催日時及び場所 

(1) 日時  平成28年 1月24日(日)  午前10:00～11:30 

(2) 場所  親蔦クラブ 

 

2. 出席者    理事 13名・相談役 0名・監事0名・顧問 1名(校長先生)  計14名 

 

3. 付議事項 

(1) 平成28年度事業日程案 

(2) 平成27年度事業報告案 

(3) 理事異動の件 

(4) 第一回親蔦会文化祭に関する件 

(5) 各委員会活動報告と今後の活動予定 

(6) その他 

 ・県二・夢高歴史資料室移転に関する件(校長先生より) 

  ・卒業記念品の紹介(中田先生より) 

  ・事務局より報告 他 

 

4. 議事 

 議事に先たち、山口校長先生にご挨拶を頂いた。 

その後、山本会長が議長に就任、議事録署名人に次の 2名を指名し、会場に異議を問うたところ、会場

から異議なく拍手にて承認された。 

  萩原 友江、 山口 かつみ 

 

議事 

1) 平成28年度事業日程案 

事務局より報告。 第８5回総会は 6/5（日）１１：００～ 今年も生田神社会館にて実施

する。 

 会費￥6,000 アトラクションは現在検討中。 多数の参加をお願いしたい。 

 親蔦会文化祭は 2/28の実施なので 27年度の事業報告対象となるが、実施後、今年度に第

二 

回を実施するか否かを検討し、実施の場合は事業日程案に追記する形に修正する。 

 理事会・企画（運営）委員会、その他委員会の予定は資料記載の通り。 各委員会の活動

計画は議事 5)にて各委員長に今年度報告と合わせて報告頂く。 昨年に引き続き、毎月第

三日曜日の親蔦クラブ開放を実施する。昨年同様に人材バンク登録者の講演等を予定してい

る。 



研修旅行は今年は湖北(奥琵琶湖、余呉湖付近)へのバス旅行を秋に計画する。付近は観音の

里として多数の仏像が残されており、そのいくつかを拝観する。 又、賤ヶ岳古戦場へも立

ち寄る予定。日時及び会費は未定、蔦の発行に合わせて決定すべく検討中。 各支部親蔦会

は、首都圏は隔年実施の為今年は無し、近畿圏は 9/24(土）ホテル・ホップインアミングに

て実施予定、中国支部は現在未定(今年は広島開催の予定)。 

    

2) 平成27年度事業報告 

事務局より報告。第 85回総会は6/7(日)生田神社会館にて実施。 参加64名。 今年は10/10の

創立90周年用のﾋﾞﾃﾞｵﾚﾀｰ試行版と母校紹介ビデオの視聴を実施した。 

母校創立90周年記念式典は 10/10に盛況にうちに終了した。 式典には親蔦会関連で 101名が参

加、祝賀会は総勢 196 名(うち、親蔦会関連 140名)の参加であった。 費用は、学校よりの要請

額\2,350,864(振込料含む)と祝賀会不足充填額\170,567 の合計\2,521,431 を記念事業募金口座

より支出する。 2/28に第一回親蔦会文化祭を実施する。現在未実施だが日程的には事業報告対象

となる為、実施後すみやかに報告欄に追記する。 理事会・企画(運営)委員会、その他委員会は資

料記載の通り実施。 毎月第三日曜日の親蔦クラブ開放日を昨年に引き続き実施、人材バンク登

録者による講演を中心に実施、少し定着してきたようで毎回 30名近く集まってくれている。 

研修旅行はグランドオープン直後の国宝姫路城の城下町と縄張ｳｫｰｷﾝｸﾞを宮原理事他のガイドに

て実施、34名の参加者だった。 各委員会活動としては、議題 5で報告頂く。 支部活動は、首

都圏6/28、103名参加、近畿支部 9/26、71名参加、中国支部 10/25、22名参加と各支部共盛況に

終了した。 その他、8/29に故白井名誉会長の三回忌を実施、その際安岡理事を偲ぶ会も併催し

た。 

    

3) 第一回親蔦会文化祭に関する件 

H28/2/28(日)に神戸市立地域人材支援センターにて第一回の親蔦会文化祭を開催する。 

第一回目で経験や知識を持たない中での開催となるが、観客も巻き込んだ形で実施し、次回以降

へのノウハウの蓄積を目指す。 何でも相談会に食事相談も加えて欲しいとの要望があり、対応

する。 今後多数の観客を集める事に注力する。 

 

4) 理事異動の件 

事務局より理事の法人登記について説明有。 現理事の大半が今年で 2 年の任期が来る為、今後

の重任の希望の有無を調査する。今後、調査回答に基づき 5月の28年度第一回理事会にて去就を

決定、総会の議決を経て法人登記に臨む。 又、現理事定数に空きがある為、新任候補者を募るも

のとする。 

 

5) 各委員会活動報告と今後の活動予定 

・総務委員会 

  人材バンク登録を今後共進めていく。 又、時期を見て登録者の交流会も計画していく。 

・広報委員会 

  4月末発行の蔦第 51号は母校90周年、親蔦会文化祭、人材バンク等の記事を中心に編集。 

・年間行事企画委員会 

  2月の文化祭に全力を尽くす。何でも相談会の相談項目に特に高齢者の食事相談も追加する。 



・会費納入促進委員会 

  文化祭の会場にて納入の協力依頼を実施する。又、その協力依頼の実施状況を蔦に掲載。 

・研修旅行委員会 

  今年は秋に湖北へのバス旅行実施、現在業者に見積依頼中。蔦に詳細掲載する。 

・ホームページ充実化委員会 

  現在充実化推進中。 今後は担当できる人材を増やして対応できるように検討する。 

・総会活性化委員会 

  戸田委員長就任、総会のｱﾄﾗｸｼｮﾝ、Y49山本（マリンバ）、Y50常石(チター)の合奏を検討。 

 

6) その他 

① 校長先生より、母校の県二・夢高歴史資料室の移転の提案があった。 生徒数の増加に伴い、

現在の506を普通教室として転用、代わりに北館 5Fと一部一階の校長室前に常設展示する形

に変更したいとの事。 学業優先の考えにて了承した。 移動は学校側にて実施との事。 

② 校内理事の中田先生より、今年度の卒業記念品について説明があった。今年は 7 ｶﾗｰﾁｪﾝｼﾞｬﾌﾞ

ﾙｸﾛｯｸとの事。 親蔦会負担は\114,700となる。 

③ 山本会長より、今後自然災害等不測の事態に対応する連絡体制を構築すべきとの提案あり。 

今後の検討課題とする。 

④ 事務局より今年度の会費及び各寄付金の納入状況を報告。 今年は90周年等の行事のおかげ

か、いずれも昨年実績を上回る納入状況である。 

 会費納入状況(いずれも12月末現在) 

  会費247.5万円、部活援助募金 24.8万円、記念事業募金 67.2万円 

 (昨年実績 会費207.6万円、部活24.3万円、募金 24.1万円) 

 

5. 閉会 

 最後に議長は、それ以上の動議の無い事を会場に確認の上、閉会を宣した。 

 

 以上、この議事録が正確であることを証するため、議長及び議事録署名人は次の通り記名捺印する。 

 

  平成28年1月 24日 

     議    長     山本 幸男        印 

     議事録署名人     萩原 友江      印 

     議事録署名人     山口 かつみ     印 


